
Q1　本ワークショップのテーマ設定について
回答数

354
25
31
28
12

450

Q2　本ワークショップの進め方に関して
回答数

299
38
15
56
28

436

Q3　本ワークショップをどのようにお知りになりましたか？
回答数

35
135

3
226
27

426

Q4　本ワークショップの開催規模等に関して、意見があればお書き下さい。
Q4-1　開催期間

回答数
109
87
45
14

255

Q4-2　参加者数は何名程度が適切ですか？
回答数

33
72
12
38
32

187

Q5　本ワークショップに参加し、興味深かったことや得たことはありましたか？
回答数

334
109

3
15

461

回答選択肢
１　適切
２　諸科学が抱えている具体的課題により重点を置いたテーマとすべき
３　産業界が抱えている具体的課題により重点を置いたテーマとすべき
４　数学・数理科学者が参画しやすいよう、数学的に表現された課題をテーマとすべき
５　その他

合計

合計

回答選択肢
１　適切
２　発表後の質疑応答の時間をもっととるべき
３　少人数グループでの議論の時間をとるべき
４　事前に参加者に（資料を送るなどして）課題や論点等を示しておくべき
５　その他

合計

１　大学等のホームページ
回答選択肢

２　メーリングリスト
３　リーフレット
４　運営責任者・講演者・関係者からの紹介
５　その他

５１人以上

合計

半日～1日
２日程度（１～２日を含む）
３日程度（２～３日を含む）
４日以上

回答選択肢

３　特に得られたものはなかった。
４　その他（自由記述）

合計

合計

回答選択肢
～２０人以内
２１～３０人

平成23年度 文部科学省 数学・数理科学と諸科学・産業との連携研究ワークショップ

参加者へのアンケート集計結果

３１～４０人
４１～５０人

回答選択肢
１　今後の自分の研究に役立つかもしれない、新たな発想や視点を得ることができた。
２　新たな人脈を得ることができた。



Q7　講演者の構成について　(ＷＳ１,２)

回答数
33

２　数学以外の諸科学研究者を多くすべき 2
３　産業界関係者を多くすべき 3
４　数学・数理科学者を多くすべき 3
５　その他（自由記述） 0

41

Q8　開催頻度について　(ＷＳ３～２２)

回答数
１　１年に１回 171
２　１年に２回 127
３　１年に３～４回 32
４　２～３年に１回 5
５　その他（自由記述） 8

343

Q9　今後も同様の研究集会やワークショップを開催する場合、どのようなテーマが適切ですか？　(ＷＳ３～２２)

回答数
１　今回と同じテーマ 200
２　より対象を絞ったテーマ 55
３　より範囲の広いテーマ 27
４　全く別のテーマ 13
５　その他（自由記述） 16

311

回答選択肢
１　適切

合計

合計

回答選択肢

回答選択肢

合計



Q1　本ワークショップのテーマ設定について

354

25

31
28 12

１　適切

２　諸科学が抱えている具体的課題により重点
を置いたテーマとすべき

３　産業界が抱えている具体的課題により重点
を置いたテーマとすべき

４　数学・数理科学者が参画しやすいよう、数学
的に表現された課題をテーマとすべき

５　その他

Q2　本ワークショップの進め方に関して

299

38

15

56

28
１　適切

２　発表後の質疑応答の時間をもっととるべき

３　少人数グループでの議論の時間をとるべき

４　事前に参加者に（資料を送るなどして）課題
や論点等を示しておくべき

５　その他

Q3　本ワークショップをどのようにお知りになりましたか？

35

135

3

226

27
１　大学等のホームページ

２　メーリングリスト

３　リーフレット

４　運営責任者・講演者・関係者からの紹介

５　その他

Q4-1　開催期間

109

87

45

14

半日～1日

２日程度（１～２日を含む）

３日程度（２～３日を含む）

４日以上



Q4-2　参加者数は何名程度が適切ですか？

33

72
12

38

32 ～２０人以内

２１～３０人

３１～４０人

４１～５０人

５１人以上

Q5　本ワークショップに参加し、興味深かったことや得たことはありましたか？

334

109

3 15
１　今後の自分の研究に役立つかもしれない、
新たな発想や視点を得ることができた。

２　新たな人脈を得ることができた。

３　特に得られたものはなかった。

４　その他（自由記述）

Q8　開催頻度について　(ＷＳ３～２２)

171

127

32

5

8

１　１年に１回

２　１年に２回

３　１年に３～４回

４　２～３年に１回

５　その他（自由記述）

Q7　講演者の構成について　(ＷＳ１,２)

33

2

3
3 0

１　適切

２　数学以外の諸科学研究者を多くす
べき

３　産業界関係者を多くすべき

４　数学・数理科学者を多くすべき

５　その他（自由記述）



Q9　今後も同様の研究集会やワークショップを開催する場合、どのようなテーマが適
切ですか？

200

55

27

13 16 １　今回と同じテーマ

２　より対象を絞ったテーマ

３　より範囲の広いテーマ

４　全く別のテーマ

５　その他（自由記述）




